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値は 30ng/ml であった。 
 
「宿主特異的毒素の生理活性および病理学的意義」 



















 非病原性 A. alternata の二十世紀ナシ葉上での感染行動をナシ黒斑病菌と比較すると、菌の胞子発
芽および付着器形成過程までは大差がない。しかしその後、非病原菌においては侵入菌糸形成が阻害
され、結果として感染は成立しない。この感染阻害に関わる化合物のナシ葉における誘導および抽出、













 考えられていた Tox1 が、実際には、異なる染色体上に位置する少なくとも二つの遺伝子座であると
いう事実を証明した。 
 
 以上の研究結果から、AT 毒素に関しては毒素が HST の条件をすべて満たすことを証明し、A. 
alternata 病原菌の HST として新たに記載した。AL 毒素に関しては、HST 作用の基本概念に従い毒
素の病理学的重要性を指摘し、毒素の病原性決定因子、宿主識別因子としての立場を強化した。また、
















因子としての宿主特異的毒素（host-specific toxin、HST）に焦点を絞り、代表的な HST 生産菌であ











導調製した抗 AL 毒素ポリクローナル抗体によるイムノアッセイ法を確立した。 

















解明した。非病原性 A. alternata の感染に伴いナシ葉中で生産される「感染阻害物質（因子）」を見








 以上のように、本論文は、病原シグナル因子としての HST に着目し、植物／微生物相互作用を化
学的、植物生理学的、細胞生物学的および分子遺伝学的に広範な観点から総合的に解析したものであ
る。得られた成果は、植物病原菌の感染機構の統一的理解に貢献するばかりでなく、新たな病害防除
戦略の確立という応用面からも高く評価でき、学位論文として十分な価値を有するものと判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
